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2023 年 9 ⽉吉⽇ 
 

⽇本図書館情報学会 
会 ⻑ 岸⽥ 和明 

第 71 回研究⼤会実⾏委員会 
事務局 伊藤 真理 

 
第 71 回⽇本図書館情報学会研究⼤会 ご案内 

 
会員の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 さて、先の「会報（No.194）」にてご案内申し上げましたとおり、第 71 回⽇本図書館情報学会研究⼤会な

らびに会員集会を下記の要領で開催いたします。 
 この度の第 71 回研究⼤会では、合計 20 件（⼝頭発表 14 件，ポスター発表 6 件）の研究発表申込がありまし
た。内容といたしましては、公共図書館、学校図書館、⼤学図書館、図書館情報学教育など、それぞれの分野
における昨今の課題に取り組んだ発表が多く、ご参加の皆さまに意義のある会合となることが期待されます。 
 また、⼤会第 2 ⽇⽬の昼に「ポスター発表」を、午後には⼀般公開シンポジウム「⽣成 AI 時代における図書
館員の役割」（要 学会サイトからの事前申し込み）を開催いたします。なお、例年、⼤会初⽇の研究発表終了
後に開催しておりました懇親会は、新型コロナウイルス感染症を考慮し開催いたしません。 

研究⼤会のご案内は、⽇本図書館情報学会のウェブサイト（https://jslis.jp/events/annual-conference/）からもご覧
いただけます。⼤会に関わる最新の情報やニュース等もウェブサイトに掲載されますので、併せてご参照くだ
さい。 

記 
１． 開催概要 

⽇時： 2023 年 10 ⽉ 7 ⽇（⼟）、8 ⽇（⽇） 

会場： 愛知淑徳⼤学 星が丘キャンパス 5 号棟 （愛知県名古屋市千種区桜が丘２３） 

学会ウェブサイト： https://www.jslis.jp/events/annual-conference/ もご参照ください。 
 
２． ⽇ 程 

 【第 1 ⽇】 10 ⽉ 7 ⽇（⼟） 

13:00−      受付 （5 号棟 5 階ラウンジ） 

13:30−13:45  開会式（5 号棟 5 階 55A 教室） 

13:50−13:55  発表に関する諸注意 
14:00−17:00  ⼝頭発表（5 号棟 5 階 55B 教室，5 号棟 5 階 55C 教室） 

 

 【第 2 ⽇】 10 ⽉ 8 ⽇（⽇） 

     8:30−     受付（5 号棟 5 階ラウンジ） 

   9:00−11:15  ⼝頭発表（5 号棟 5 階 55B 教室） 

    11:15−12:45  ポスター発表（5 号棟 4 階学⽣⾷堂 East）、昼⾷（5 号棟 4 階学⽣⾷堂 East） 
   12:50−14:05  会員集会・学会賞等授与式（5 号棟 5 階 55A 教室） 

   14:15−16:55  シンポジウム（5 号棟 5 階 55A 教室） 

   16:55−17:00  閉会式（5 号棟 5 階 55A 教室） 
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３． 申込み要領 
(1) 参加費 

 参加費 懇親会費 
正会員、賛助会員にご所属の⽅ 無料 

実施なし 学⽣会員    無料 
⾮会員 3,000 円 

 
(2) 参加申込み・振込 

・参加ご希望者は、学会ウェブサイトの参加申込フォームから、10 ⽉ 1 ⽇（⽇）までに申し込みください。 
・⾮会員の⽅は、参加申込フォームでの申込に加えて、10 ⽉ 1 ⽇（⽇）までに下記の⾦融機関に参加費を振り込んでください

（別途、振込⼿数料が必要です）。お振込をもって「申込完了」とみなします。 
・研究⼤会当⽇に参加者名簿を配付する予定です。ご所属の掲載を希望されない⽅は、参加申込フォームに掲載を希望しない

旨、記してください。 
・当⽇の準備の関係上、シンポジウムの参加／不参加について、参加申込フォームにご回答ください。 

 

三菱 UFJ 銀⾏ 星ヶ丘⽀店 普通 0417413   
名義：⽇本図書館情報学会第 71 回研究⼤会事務局 

      （ニホントショカンジョウホウガッカイダイナナジュウイッカイケンキュウタイカイジムキョク） 

 
(3) 『発表論⽂集』の頒布 

発表論⽂集は正会員および学⽣会員には無償で頒布します。希望者は研究集会終了後 6か⽉以内にレターパックライト（370 
円）を会場校担当者（⽂学部 伊藤真理）宛てに郵送してください。到着次第，順次返送します。⾮会員の⽅は研究委員会
（kenkyu@jslis.jp、件名「研究集会発表論⽂集頒布希望」）にご⼀報下さい。研究集会終了後に振込先の連絡を差し上げますの
で、2 週間以内に参加費 3,000 円と郵送料（レターパックライト 370 円）との合計額を指定の⼝座にお振り込みください。
⼊⾦が確認され次第、会場校から発表論⽂集を送付します。 
 

(4) 昼 ⾷ 
コロナ禍にあるため、お弁当の事前予約は受け付けません。各⾃でご準備くださるようお願い致します。⼤学内の⾷堂は休業

です。地下鉄東⼭線星ヶ丘駅構内および 2 番出⼝付近にコンビニエンスストアがあります。なお本学に近いのは 3 番出⼝です。 
 

(5) 宿 泊 
研究⼤会事務局による宿泊の斡旋はしておりません。ご了承ください。 

 
(6) ⼤学図書館の⾒学 

第 1 ⽇⽬（10 ⽉ 7 ⽇（⼟））に愛知淑徳⼤学図書館（星が丘分館）の開架閲覧室およびマルチメディア・オンライン資料室を

ご⾃由に⾒学いただけます。⾒学対応時間は 9 時 30分から 16 時 30分までです。⾒学の際は、⼊館ゲートにて本「ご案内」あ

るいは⼤会受付で配布するネームプレートを持参の上、職員にお申し出ください。なお、⾒学ツアーへのご対応はできません

のでご了承ください。 
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４． 第 71 回⽇本図書館情報学会研究⼤会プログラム (2023.9.10 現在)   

※換気の実施と会場移動による密集を回避するため、各発表の間に 5分のインターバルを設けています。 

第 1日 10 月 7日（土） 

第１会場：5 号棟 5 階 55B 教室／第２会場：5 号棟 5 階 55C 教室 

13:00～ 受 付 （5 号棟 5 階ラウンジ） 

13:30～13:45 開会式 （5 号棟 5 階 55A 教室） 

 第１会場（5 号棟 5 階 55B 教室） 第２会場（5 号棟 5 階 55C） 

14:00～14:30 
浅石卓真(南山大学)，池内有為(文教大学)，金井喜一郎(相

模女子大学)，日向良和(都留文科大学) 

 
司書課程の履修動機を測定する心理尺度の開発と評価 

門脇夏紀(慶應義塾大学)，岸田和明(慶應義塾大学)  

 

逆翻訳とゼロショット学習に基づく BERT での件名自動付与 : 
TRC MARC を使った実験 

14:35～15:05 
藤間真(桃山学院大学) 
 

司書養成における ICT 教育の包括的観点からの考察 

谷口祥一(慶應義塾大学) 
 

複数のメタデータスキーマ・マッピングの組み合わせは妥当な

マッピングを導くか 

15:10～15:40 
山本順一(なし) 

 

OpenAI グループ、マイクロソフトに対するクラス・アクシ
ョンについての検討 : 公共目的ではじめられたAI開発事

業が多数市民の権利侵害、巨額損害賠償請求訴訟へ 

吉井潤(都留文科大学)  

 

外部の専門家の視点を取り入れた蔵書評価の効果 : 公立図書
館が選書した医学関係図書の現役医師による評価 

15:40～15:55 休 憩 

15:55～16:25 
河村俊太郎(東京大学)  

 

他の地域資料との比較から見る福島県立図書館における
東日本大震災関連の地域資料の特徴 

須賀千絵(実践女子大学)，汐﨑順子(慶應義塾大学) 

 

「心に残る読書体験」の形成要素 : 30・40 代を中心とする男
女に対するインタビュー調査をもとに 

16:30～17:00 
根本彰(東京大学)  

 
ナショナルアーカイブと地域アーカイブの間 : 図書館情

報学における方法的検討 

安形輝(亜細亜大学) 

 
絵本はどの程度電子書籍化されているか：国立国会図書館所蔵

資料を対象とした調査 

 

第２日 10 月 8日（日） 

第１会場：5 号棟 5 階 55B 教室，ポスター発表会場：5 号棟 4階学生食堂 East 

8:30～ 受 付 （5 号棟 5 階ラウンジ） 

 第１会場（5 号棟 5 階 55B 教室） 

9:00～9:30 
＊山本宗由(長久手市文化の家)  
 

実演芸術アーカイブズに関する研究レビュー 

9:35～10:05 
＊内田貴之(京セラコミュニケーションシステム)，門脇良太(京セラコミュニケーションシステム)，矢田竣太郎(奈良先端科

学技術大学院大学)，浅石卓真(南山大学) 
 

VR 学校図書館内の 3D書架を用いた教材探索の検証 
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 第１会場（5 号棟 5 階 55B 教室） 

10:10～10:40 
野口康人(亜細亜大学)  

 
図書館における 360°カメラを用いた遠隔ブラウジング手法の評価 

10:45～11:15 
小竹諒(宮城学院女子大学) 

 

学校図書館によるウェブサイト・学習管理ツールを用いた情報発信の状況 

11:15～12:45 

(昼食を含む) 

ポスター発表（5 号棟 4階学生食堂 East） 

P-1：●角田裕之(鶴見大学)，原田智子(鶴見大学)，江草由佳(国立教育政策研究所)，小山憲司(中央大学)／生成 AI による

情報サービス演習問題に対する回答の評価 

P-2：▲伊藤真理(愛知淑徳大学)，安藤友張(実践女子大学)，野口武悟(専修大学)／採用側が学校司書に求める役割 : 地方

自治体教育委員会ケーススタディ調査より 

P-3：◆橋詰秋子(実践女子大学)／マンガ図書館はマンガをどのように組織化しているのか 

P-4：●中西由香里(愛知淑徳大学)／幼児の主体的な活動を促す園内の言語環境の現状 : 教育実習生の教育活動に着目して 

P-5：▲松本直樹(慶應義塾大学)，須賀千絵(実践女子大学)，江藤正己(学習院女子大学)，池谷のぞみ(慶應義塾大学)／一

県内の健康医療分野に関わる図書の所蔵状況 : 県立図書館の役割に注目して 

P-6：◆安形輝(亜細亜大学)／学校図書館の外部からアクセス可能な蔵書目録 : 『はだしのゲン』を対象とした試行的な所

蔵調査 

 
以下の印の付いた時間帯には必ず自分のポスターの前に立ち、来場者への説明の実施、質問等への対応を行ってください。

それ以外の時間帯は、他の発表者の発表を聴くなどしても構いません。 

●：11：15～11：45，▲：11：45～12：15，◆：12：15～12：45 

昼食 （5 号棟 4階学生食堂 East） 

12:50～14:05 会員集会・学会賞等授与式（5 号棟 5 階 55A 教室） 

14:15～16:55 シンポジウム（5 号棟 5 階 55A 教室） 

16:55～17:00 閉会式（5 号棟 5 階 55A 教室） 

※氏名前の＊は優秀発表奨励賞授与候補者（自己申告による若手研究者）です。同賞選考委員会が審査し、受賞者を選出します。

このプログラムは暫定版であり発表論文の提出をもって確定します。所属は教職員（常勤／非常勤）・学部生は「機関名」（「大学名」）、

院生は「大学院名」（「〇〇大学大学院」）としました。 

 
５．会員集会・学会賞等授与式 

研究⼤会２⽇⽬に、次の通り、会員集会及び 2023 年度学会賞・論⽂賞・奨励賞・学会活動への貢献に対する感謝状の授与式を
⾏います。 

・⽇ 時： 10 ⽉ 8 ⽇（⽇）12:50〜14:05 
・会 場： 愛知淑徳⼤学 星が丘キャンパス 5 号棟 5 階 55A 教室 

 ［会員集会］ 
次第（予定）： １．会勢報告／２．2023 年度定例（通信）総会の議案投票結果報告 

     ３．委員会等報告／４．意⾒交換、質疑／５．その他 
［学会賞等授与式］ 

    １．学会賞・論⽂賞・奨励賞・学会活動への貢献に対する感謝状選考結果報告／２．各賞・感謝状授与 
  

６．第 71 回⽇本図書館情報学会研究⼤会シンポジウム 
・⽇ 時： 10 ⽉ 8 ⽇（⽇）14:15〜16:55 
・会 場： 愛知淑徳⼤学 星が丘キャンパス 5 号棟 5 階 55A 教室 
・テーマ： ⽣成 AI時代における図書館員の役割 
・趣旨： 

ChatGPTを代表とする⽣成 AIが社会や教育へ及ぼす影響について議論されている。2023 年 4 ⽉ 10 ⽇、ChatGPTを開

発した⽶OpenAI 社のサム・アルトマンは岸⽥⽂雄⾸相や⾃⺠党の会合で意⾒を交換し、その活⽤を提案した。⽇本政府
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の対応は AIの規制を強める世界各国との傾向とは逆⾏していると批判がある。⼀⽅、学校教育現場では、学⽣・⽣徒・児

童による⽣成 AIの利⽤が問題になっており、宿題や課題を解く際に使われた事例も報告されている。オックスフォード⼤

学マイケル・A・オズボーン（Michael A. Osborne）らによれば、⽇本において、技術的に⾼い確率で AI やロボットに置

き換わりうる職種に労働⼈⼝の 49%が就いているとされ、将来なくなる可能性のある候補のひとつに司書があがってい

る。 

⽣成 AIには事実に反する受け答えをする幻覚（hallucination）の問題が指摘されており、書誌や所在情報を正確に返す

べきレファレンス業務に不向きであるが、Microsoft の BingやGoogle の Bardなど検索システムと組み合わせることでそ

の点を克服しようとする動きが活発である。AIが⽣成するテキストは、図書館員の最も専⾨性の⾼いサービスに多⼤な影

響を与える可能性がある。他⽅、この状況は、図書館職員の専⾨性を省みる好機ともいえる。 

そこで本シンポジウムでは、レファレンスなどの情報サービスを主な対象として、教育や実務の現場における⽣成 AIの

活⽤事例を紹介しながら、図書館員の仕事のあり⽅や今後担う役割について議論する。 

・パネリスト 

中島玲⼦（慶應義塾⼤学）「⽣成 AIとの協働の可能性：どう活⽤していくか」 

原⽥隆史（同志社⼤学）「⽣成 AIで変わる図書館業務と図書館員の教育・養成 (仮題)」 

吉本⿓司（株式会社カーリル）「題⽬は学会ウェブサイトでご確認ください」 

・コーディネータ・司会：宮⽥玲（東京⼤学） 
 

７．展⽰・その他 
・⽇ 時： 10 ⽉ 7 ⽇（⼟）〜10 ⽉ 8 ⽇（⽇）の⼤会開催中 
・会 場： 愛知淑徳⼤学 星が丘キャンパス 5 号棟 4 階学⽣⾷堂 East 
・内 容： 協賛企業等による図書館情報学関連のシステム、商品、サービス、書籍の展⽰・販売等 

 
８．会場へのアクセス 

l 中部国際空港から約 70分。 
l 名古屋駅より地下鉄東山線「星ヶ丘」まで約 18分。 
l 「星ヶ丘」（3番出口）から徒歩約 3分。 
（ 詳 し く は 、 愛 知 淑 徳 大 学 サ イ ト 内 「 ア ク セ ス 」

https://www.aasa.ac.jp/guidance/campus_guide/map.htmlをご覧ください） 
l 原則として、キャンパス駐車場はご利用いただけません。 
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第 71 回日本図書館情報学会研究大会実行委員会事務局 

〒480-1197 愛知県長久手市片平二丁目 9 

愛知淑徳大学 文学部 

伊藤真理研究室内 

TEL: 0561-62-4111(代表) (内線 2454) 

jslis71@asu.aasa.ac.jp 

（研究大会実行委員会事務局 ML）	
	

☜星ヶ丘駅 


